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介介護護事事業業経経営営概概況況調調査査結結果果、、第第 99期期計計画画基基本本指指針針検検討討ににつついいてて  
 

 2023（令和 5）年 2月 20日第 214回介護給付費分科会において介護事業経営概況調査の結果が公表

されました。介護保険制度創設以来、これまで収支差率マイナスが続いていた居宅介護支援に関しては 

はじめてプラスとなり、令和 2年度決算で＋2.5％、令和 3年度決算で＋4.0％となりました。あくまでも全体

の平均ですので、さらに分析を進めるなど今後の推移を見守る必要がありますことと、ひとりあたり担当件

数、加算の状況や人件費を含めた経費など事業所によって環境は異なることから、赤字

で苦慮されている事業所もまだまだ少なくないとは考えます。しかしながら次期改定への

議論が始まっていることから、次回の介護事業経営実態調査結果が次期介護報酬改定

に大きく影響しそうな状況です。 

（https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001060335.pdf） 

一方、令和 6年度からの第 9期介護保険事業計画

策定へ向け、2023（令和 5）年 2 月 27 日第 106 回介

護保険部会において基本指針の検討が行われまし

た。次期計画に記載を充実すべき事項としては「地域

包括支援センターの業務負担軽減と質の確保、体制

整備等」、「ケアマネジメントの質の向上及び人材確

保」等が示されました。また、財務状況の見える化に

関連して「介護施設・事業所等の経営状況の把握に

ついて」の表が示され、「（仮称）総合事業の充実へ向

けた検討会」も開始されることになりました。次期報酬

改定へ向け、皆様とともに今後の動向を注視したいと

思います。 
 

公益社団法人大阪介護支援専門員協会 会長 濵田 和則 

≪入会状況≫ 令和 5 年 3 月末日現在：正会員 2,943 名 ・ 賛助会員 90 団体 

会長のつぶやき 
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一般社団法人日本介護支援専門員協会 
第21回近畿ブロック研究大会 inわかやま 分科会運営報告 

 

第 21回近畿ブロック研究大会 inわかやまは、令和 5年 2月 17日（金）から 2月 18日（土）まで、和歌

山県みなべ町の HOTEL & RESORTS WAKAYAMAMINABE を会場として開催されました。今回のテーマ

は、「みちびきの地 南紀熊野 ～出逢い 寄り添い 人と未来をつむぐケアマネジメント～」です。 

学術研究部会は、近畿ブロック研究大会・分科会の運営に

おいて、大阪介護支援専門員協会の代表として、その都度参

加しています。今回も 4つの分科会が開催され、第 1分科会

「看取り・終末期分野」、第 2分科会「認知症」、第 3分科会

「多様な住まいのケアマネジメント」、そして第 4分科会は「教

育」をテーマに学術研究・実践事例発表が行われました。大

阪介護支援専門員協会が担当した第 3分科会は、4演題の

発表に 56名が聴講参加し、座長、司会、タイムキーパー、受

付、進行等の役割を 5名の委員で分担、担当しました。第 3

分科会の研究発表の詳細は以下のとおりです。 
 

➢ 演題 1： その人らしい住まいの選択 ～ 専門職としての役割と責任 ～ 

（事例 1）精神障がいを持つ方への支援、（事例 2）夫婦ともに認知症がある世帯への支援 

発表者は「必ずしも在宅に固持して生活していくことや、安易に施設入居を勧めることが、利用者にと

って最善の選択になるわけではない。」と結論付けた。 

➢ 演題 2： 80歳、A さんの B市での住まい探し 

～ 一人暮らし、片麻痺が残り、頼れる親族は近くにいない ～ 

（事例）高齢者の住まい探しの支援 

住宅確保要配慮者への支援は行政においても十分でなく、介護支援専門員が自ら不動産会社に問

い合わせをすることがあり、住宅確保要配慮者の今後の対応を課題として挙げた。 

➢ 演題 3： 経済的事業から遠距離介護について考える 

～ 縁もゆかりもない土地での暮らしを通じて ～ 

 （事例）若年性アルツハイマー型認知症を発症した男性の施設入所の相談。 

住み慣れた地域では経済的に折り合わず、インターネット検索で有料老人ホームを見つけ、介護支援

専門員に入所相談を依頼された事例。キーパーソンが関東在住のため、介護支援専門員は関東に出向

いて対応したことがあり、業務としてどこまで支援するのかを課題に挙げた。 

➢ 演題 4： 特別養護老人ホーム利用者の移動移乗福祉用具の選定における課題 

～ 文献レビューによる検討 ～ 

   調査分析結果により、特別養護老人ホームにおいて、介護現場の改善のためにも利用者主体の、移

動移乗福祉用具選定簡易スケールの必要性が重要であると結論付けた。 
 

 発表の後、座長が質疑応答とまとめを行い、それから演者に向かって、自らの終活は何処でしたいと思っ

ているか尋ねたところ、一人を除いて皆「在宅で」と答えました。そのためにマンションを購入したと言う人さ

えも有りました。残る一人である、特別養護老人ホーム施設長の発表者は、自らの施設を終活の場所とし

たいと回答しました。最後にこれらを受けて、座長は「スマイル（住まいる）が大事です。」と締めくくりまし

た。各々に、何処で心豊かな最期を迎えるか。その人にとって最も大切なことは何なのか、確信に近い認

識を得る、手応えのある研究大会となりました。 

公社）大阪介護支援専門員協会 学術研究部会 川東 仙司 
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第Ⅷブロックは、保険者が同じ第Ⅶブロックとともに「大阪市 24区支部長会」を結成し、活動し

ています。昨年 12月 14日（木）、約 4年半ぶりに開催した「介護支援専門員資質向上研修（法定外

研修）」について、報告いたします。 

【テーマ】『新型コロナウイルス感染症の経験から学ぶ

これからのケアマネジメント』 

【共催】CiPS（Community-based Infection Prevention 

with Sustainability）、公益社団法人大阪介護支援専門員

協会、大阪市 24区支部長会 

【後援】大阪市 

当日は会場 30 名、オンライン 131 名と多数の方にご参

加いただき、ハイブリッド開催となりました。 

第 1部では濱口 重人氏（大阪大学感染症総合教育研究拠

点(CIDER)人材育成部門寄附講座准教授、大阪大学医学部

附属病院感染制御部）より『COVID-19 パンデミツク: 過

去・ 現在・ 未来」をテーマに COVID-19の今日までの経

過、「100 年前のスペイン風邪」の感染、死亡者の推移を

例とした今後の予測、COVID -19に再感染すると悪化しや

すいことやコロナワクチンの有効性、変異株についても

データに基づきわかり易く解説していただきました。介

護支援専門員が支援する高齢者や認知症状がある方の感染リスクや課題について学ぶとともに、日

常の場面（例：胃ろう注入、おむつ交換、廃棄物処理等）で、対策に必要な知識や実践すべき効果的

な手指衛生のタイミングなどを理解することができました。 

第 2部は、「在宅コロナ陽性者の居宅介護支援の在り方を知る」をテーマに、三浦支部長（西成区）

の進行でシンポジウムを行いました。増田支部長（鶴見区）、熊本支部長（此花区）からの提供事例

を通じて、介護支援専門員が感じたことや支援方法についてディスカッションし、サービス事業所

や医療機関との連携の重要性、感染症に関する知識、スキルの格差が及ぼす影響について理解を深

めることができました。中島支部長（西淀川区）は受講者側の視点として、講師の内海 桃絵 氏（CiPS、

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻准教授）からは、

2 事例において看護の視点からそれぞれコメントをいた

だきました。これからも、大阪市 24区支部長会は介護支

援専門員の資質向上と多職種、医療機関、地域とのつな

がりを深めていきたいと思います。なお、本研修収益の

一部は「令和 5年トルコ南部を震源とする地震 大阪府義

援金」として寄附致しました。 

公社）大阪介護支援専門員協会 第Ⅷブロック推薦理事 福嶋勝一郎 

 第Ⅷブロック活動報告  
～ これまでコロナ禍で頑張ってきた介護支援専門員へ激励の意を込めて ～ 
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一般社団法人日本介護支援専門員協会は、仕事と介護の両立支援を行う専門職として「ワークサ

ポートケアマネジャー認定制度」を創設しました。この認定制度は社会課題である仕事と介護の両

立を支援する社会貢献と介護支援専門員の新たな職域を獲得する 2つの目的を持っています。 

１）ワークサポートケアマネジャーを必要とする社会的背景 

 要介護認定を受けている方の割合は、65歳以上の 5人に 1人、75歳以上の 3人に 1人、85歳以

上の方の 2人に 1人であることは広く知られています。2019年の国民生活基本調査によれば、介護

者の 55%が同居の家族です。少子高齢化社会の課題の一つとして労働生産人口の介護離職の問題が

垣間見えると思います。 

２）ワークサポートケアマネジャーの役割 

 ワークサポートケアマネジャーの役割は、以下の 5つがあります。 

①企業等に勤務する職員の介護問題に関する情報提供と相談支援 

②契約企業等が抱える介護離職問題への側面的支援 

③地域包括支援センターや居宅介護支援事業所等の介護関係の社会資源への紹介及びその仲介 

④社会保険労務士や産業医及びかかりつけ医と連携した職員への介護離職防止への対応 

⑤介護保険制度に関するセミナー開催支援等の企業による介護離職防止対策の支援 

３）ワークサポートケアマネジャーの運用 

ワークサポートケアマネジャーは企業と契約します。企業で働く社員の仕事と介護の両立を支援

します。ケアマネジャーとして利用者の家族支援を行うことと支援対象が異なります。 

大阪介護支援専門員協会西成支部長 三浦浩史 
 

日日本本介介護護支支援援専専門門員員連連盟盟ココーーナナーー  
新新年年度度ののススタターートトははううままくくききれれままししたたででししょょううかか？？大大寒寒波波のの襲襲来来ななどどあありりままししたたがが、、ココロロナナ禍禍ににつつききままししててはは収収束束
のの兆兆ししがが見見ええててききままししたた。。ココロロナナにに対対すするる皆皆様様方方のの対対応応ににもも少少しし緩緩和和ががみみらられれるるももののとと思思っってていいまますす。。ささてて、、介介
護護保保険険部部会会のの纒纒もも出出、、愈愈々々給給付付費費分分科科会会のの議議論論がが本本格格化化ししまますす。。世世界界的的なな大大ききなな問問題題へへのの対対応応（（国国防防関関係係））
やや子子どどもも家家庭庭庁庁設設置置等等予予算算ののかかかかるる事事業業がが目目白白押押ししでで、、医医療療・・介介護護・・障障ががいい  ととももかかななりり厳厳ししいい改改定定幅幅ににななるるここ
ととがが危危惧惧さされれまますす。。介介護護支支援援専専門門員員にに関関わわるる報報酬酬ににつついいてて良良いい結結果果ががごご報報告告ででききるるよようう努努力力致致ししたたくく存存じじてておお
りりまますす。。ここのの度度22002211年年度度のの居居宅宅介介護護支支援援のの収収支支差差率率がが４４％％のの改改善善ととななりりままししたた。。ここれれはは、、前前回回のの報報酬酬改改定定にに際際
しし我我々々はは収収支支差差率率のの長長年年ののママイイナナススのの解解消消・・居居宅宅介介護護支支援援のの報報酬酬増増にに関関すするる主主張張・・要要望望をを協協会会とと連連盟盟がが協協
働働しし政政治治家家にに強強くく訴訴ええたた結結果果当当時時のの平平均均改改定定幅幅がが00..77％％増増ででああっったたののにに対対しし居居宅宅介介護護支支援援ににはは11..88％％増増をを獲獲
得得出出来来たた結結果果とと自自負負ししてていいまますす。。斯斯様様にに政政治治活活動動がが如如何何にに大大切切かかおお判判りり下下さされればば幸幸いいでですす。。連連盟盟活活動動のの大大きき
なな成成果果ででししたた。。22002244年年トトリリププルル改改定定がが我我々々ににととっっててどどううななるるかかはは我我々々自自身身だだけけででははななくく国国民民全全体体のの大大ききなな問問題題
ににななりりまますす。。小小ささくくててもも声声をを挙挙げげ、、そそのの輪輪がが徐徐々々にに大大ききくくななりり、、そそししてて大大ききなな力力ととななりり、、各各方方面面へへののアアピピーールルととななりり
まますす。。一一緒緒にに頑頑張張っってて下下ささいい。。政政治治はは力力でですす。。数数はは力力でですす。。組組織織率率がが力力でですす。。多多くくのの介介護護支支援援専専門門員員のの支支援援
とと協協力力・・結結集集がが力力でですす。。ごご協協力力をを！！！！          （会長 藤岡三之輔記）                               

入会金 0円、年会費 3000円。   【【問問合合電電話話】】  007722--447733--11771100  HHPPよよりり入入会会申申込込欄欄かからら  

入入会会申申込込は、【【FFAAXX】】  009933--993322--00553322 までお願いします。  

 
 

URL  http://jcmr.tremer.jp/ 
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在宅で療養される患者様へ 

～薬剤師の役割～ 
 

現在、大阪府薬剤師会の会員は約 8,000 名で、薬局、病院・診療所、製

薬会社、医薬品卸、行政機関、大学教職等幅広い職域で構成されており

ます。 

2025 年を目途に住み慣れた地域で『自分らしい暮らしを人生の最期ま

で』を目指し、地域包括ケアシステムの構築が推進されており、薬局・薬剤

師は地域包括ケアシステムの一翼を担うことができるよう、2025 年までに

すべての薬局がかかりつけ薬局としての機能を持つことが目標とされてい

ます。 

大阪府薬剤師会では研修会等諸事業を通じて薬剤師の職能の向上に

努めています。 

在宅での高齢者に対しての薬物治療については、処方通りに薬を服用

するための管理ではなく、服用した後の効果検討・副作用の有無、ADL や QOL に対して薬が与える影響に

ついて薬学的評価を含め管理することが必要です。 

服薬支援・簡素化（一包化、簡易懸濁法、服薬ゼリー等）の提案はもちろんのこと、特に高齢者において

は、複数の医療機関を受診しての相互作用、多剤併用によるポリファーマシーの検討もあります。フレイ

ル・サルコペニア対策、また、高齢に伴う薬の代謝機能の低下も大きく作用することに加え、薬の特性（腎

排泄型、肝排泄型等）の違いによる副作用の発現を注意深く見なければならないと考えます。 
 

●ベンゾジアゼピン系（安定剤・睡眠導入剤）による筋弛緩に伴う

ふらつき 

●ビスホスホネート製剤（骨粗鬆症）による顎骨壊死 

●浮腫、高血圧に対する利尿作用による睡眠の質の低下等 
 

一部の副作用例についてお示ししましたが、他職種の連携による

情報共有を用いて見つけられることもあると思われますので、ケアマ

ネジャー、訪問看護師、ヘルパー等による如何なる些細な気付きを

も教えていただき、連携して安全・安心な薬物治療に貢献しなけれ

ばならないと思っています。 

大阪府の現状では保険薬局数 4,393 薬局（令和 4.3.31 現在）あり、 

その内、在宅対応届出薬局数が 4,132 薬局 

また、在宅患者に対して一定の取組があり、施設基準が満たされる

ことにより、さらに安心して在宅患者への取り組みが可能な薬局が

2,143 薬局となっており、一定の割合で地域確保できております。 

在宅での薬物治療に関することは、地域薬剤師会等へご連絡、ご相談いただければ幸いです。今後ともど

うぞよろしくお願い致します。 

一般社団法人 大阪府薬剤師会 

常務理事 羽尻昌功 

＊高齢者とくすり 

＊薬剤師による在宅訪問 各冊子 

（大阪府薬剤師会作成） 

ご利用につきましてはご相談下さ

い 
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一一般般社社団団法法人人大大阪阪府府医医師師会会ににつついいてて  
 
 早いもので大阪府医師会からの推薦で大阪介護支援専門員協会の副会長を拝命して 7年目になりま

す。何ができたのか振り返れば忸怩たるものがありますが、医療と介護の連携の実を上げることが私に与

えられている最大のミッションであると思います。 

 会員の皆様にはまずは是非、大阪府医師会のホームページにアクセスして頂きたく思います。トップペー

ジの 1番上には「大阪府医師会について」、「大阪府民の皆様へ」、「医師・医療関係者のみなさまへ」と出

ていますが、躊躇なく医療関係者としてクリックしてください。年 4回発行の大阪府医師会報や月 2回発行

の府医ニュースの記事も閲覧できます。その時々の医療情勢などの解説なども収載されています。関連団

体のホームページにも飛ぶことができます。もちろん大阪介護支援専門員協会へも飛ぶことができます

が、この機会に様々な関連団体のホームページも訪問してみてください。新しい発見があるかもしれませ

ん。また府医の開催する研修会の案内もあります。直近に開催された研修会の様子なども紹介していま

す。最近は医療と介護の連携の必要性から多職種の方々に参加いただく研修会も多く開催されています。

登壇される演者の中にはお知り合いの方もいるかもしれません。WEB併用のハイブリッド研修会がほとん

どですから気楽にアクセスしてみてください。しかし、会場までおいで頂ければ色々な出会いがあると思い

ます。思いがけない人と会うこともあるかもしれません。顔見知りの医師を見かける事があればお声がけく

ださい。医師会にこんな事をして欲しいとか、こんな企画をしてみたいなど話していただけると何かいいアイ

デアが出るかもしれません。いずれにしても何かを生み出すには人と人の出会いが必要です。会場参加の

醍醐味は研修会後の雑談です。私もそんな雑談から多くのことを学び多くの御縁をいただいてきました。多

職種連携のキモは顔の見える関係が構築され一緒に仕事をするたびにそれが進化・深化することです。 

 長かったコロナ禍を機に WEB上で様々なことができるようになりました。素晴らしいと思う事もある反面、

疑念に思うものもあります。利便性だけの携帯電話を活用したコンビニ診療。診療の継続性に疑念のある

在宅医療ビジネス。上手くビジネスモデルを構築すれば高い経済性を持つことができ、地域医療を崩壊さ

せかねません。悪貨が良貨を駆逐する事を強く懸念します。このような金儲けビジネスの蹂躙から地域を

守らなければなりません。我々の連携が良質な地域医療を担う努力を続けていく必要があります。地域で

の ICTを介した情報交換に関しては様々な試みが各地で始まっています。地域に根を張った医療機関や

事業所が協力して、そこで営まれている生活と人生を守らねばなりません。良質なもの同士が手を取り、良

貨が悪貨を駆逐する地域を大阪のいたる所につくりましょう。そうして創り上げていく地域共生社会こそが

私たちが次世代に残すべきレガシーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府医師会理事 公社）大阪介護支援専門員協会副会長 前川 たかし 

大阪府医師会 HP トップページ～抜粋～ 
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今今回回はは第第 2211 回回近近畿畿ブブロロッックク研研究究大大会会 iinn わわかかややままのの第第 44 分分科科
会会でで演演題題発発表表ををさされれたた交交野野⽀⽀部部のの⽀⽀部部⻑⻑⻄⻄徹徹ささんんとと副副⽀⽀部部⻑⻑
岡岡本本久久恵恵ささんんにに ZZoooomm ででイインンタタビビュューーささせせてていいたただだききままししたた。。  
QQ：：ここんんににちちはは！！大大会会後後でで興興奮奮冷冷めめややららずずでですすがが一一言言ごご感感想想  

をを！！  
⻄：⾃分たちが現場でやりたい仕事が出来ているのか？本来 

やるべきことが出来ているのか？という問いかけを追求し
地域の仲間と共に実感してきたことを発表してきました。 

岡本：このような大きな研究大会での発表は初めての経験でし
た。分科会に関しては、テーマで発表されている他の内容を聞きながら意識が高いなあと感じま
した。 
交野市の特性として丁度良いサイズ感と共感できる仲間が多職種にいて、その専門性をそれぞれ
結びついた関係性を発揮できる場所を制度の変化に対しても流されることもなく実施していきた
い。交野市の代表として、交野の良さをお伝えできたと思います。 

QQ：：「「ワワククワワクク」」とといいううキキーーワワーードドにに込込めめらられれたた思思いいををおお聞聞かかせせくくだだささいい！！  
⻄：私たちが利⽤者の想いを引き出し、利⽤者主体の⽀援を⾏うことは本当に「ワクワク」します。

そうした「ワクワク」を専門職間で実践の中で共有し、協働していくことが非常に重要だと感じ
ています。利⽤者も私たちも共に「ワクワク」する⽀援が地域を良くしていくことにも繋がって
き、最近では本市保険者とも制度や施策の検討を一緒にするなど連携する場面も増えてきていま
す。  

QQ：：交交野野⽀⽀部部ででのの活活動動をを簡簡単単ににおお願願いいいいたたししまますす。。  
岡本：今までは 2 ヶ月に 1 回研修を実施してきましたが、今年度は職能団体で出来ることを体験型

の研修を取り入れて、対話ベースで実施しています。世代交代も考えて若い世代を巻き込みなが
ら市⺠や専門職から必要とされる職能団体へなっていくことを意識しています。介護⽀援専門員
会員 33 名、賛助会員 67 名と介護⽀援専門員以外の専門職も含めた多職種で構成されています。
従来から幅広い仲間づくりをしてきたことから、⾏政や社協とも協働の関係にあります。 

QQ：：交交野野⽀⽀部部がが実実施施ししてていいるる、、「「交交野野ｘｘららぼぼ」」活活動動ににつついいてておおききかかせせくくだだささいい。。  
岡本：多職種で課題を追求し試しながら協力して交野に新しいものを創り出すと言う理念を基に、

市⺠も専門職も相互が「⽣きがい」「働きがい」を高めていくために、まずは専門職が変化してい
かないといけないと考え始動しました。市⺠向けの対話では⼿ごたえを感じますが、専門職の意
識や⾏動を変えることが非常に難しいと実感しています。 

QQ：：今今後後のの介介護護⽀⽀援援専専門門員員にに期期待待ししたたいいここととははあありりまますすかか？？  
⻄：well-being の向上という視点を持ち、利⽤者の持つ力を引き出す⽀援、地域⽀援の双方を⾏う 

必要があります。交野⽀部では市⺠に対して⾃⽴⽀援に向けた対 
話を続けていこうと考えています。 
私たちの仕事の満足感＝利⽤者の幸福感が上がることとし、介護 
現場の⽣産性向上に向き合いたいと思っています。利⽤者のなり 
たい姿をイメージしていくことが必要であり、専門職の枠を越え、 
「暮らす人」「働く人」すべてを対象として対話の文化を広げて⾏ 
きたいです。 

「ワクワク」し人間味あふれたインタビューをすることが出来

ました。今後の活躍を期待しております。 

府民情報発信部  西岡 誠 交野支部発表メンバー 
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《《介介護護支支援援専専門門員員のの資資格格登登録録、、介介護護支支援援専専門門員員証証のの交交付付・・更更新新、、法法定定研研修修等等のの対対応応関関係係》》  
介護支援専門員証有効期間を更新するには、法定研修の受講修了することが必要です。 

～ご自身に必要な研修はどれが該当するのか、下記の図表で確認しましょう～ 

 
  

 

 

研修名称 開催日 

楽しくアセスメントしよう！（OCMAシートの活用） 5月中旬頃 

課題整理総括表と評価表を学ぶ（習熟編） 5月中旬頃 

「感染症対策」シリーズ 1.病気を知る、対応を学ぶ 6月中旬頃 

第 134号（発行日 令和 5年 4月 1日） 

編集／発行 公益社団法人 大阪介護支援専門員協会 TEL 06-6943-0577／FAX 06-6943-0571 

〒540-6591 大阪市中央区大手前 1丁目 7番 31号  HPアドレス＝https://www.ocma.ne.jp 

OMMビル（大阪マーチャンダイズ・マートビル）3階    Mailアドレス＝info@ocma.ne.jp 

大阪府介護支援専門員情報 HP  https://www.pref.osaka.lg.jp/kaigoshien/care/info.html 

介介護護支支援援専専門門員員証証のの更更新新手手続続ききににつついいてて【【重重要要ななおお知知ららせせ】】       
介護支援専門員証の有効期間を更新するには更新申請が必要です。 

更更新新ののたためめにに必必要要なな研研修修をを修修了了ししたただだけけでではは、、介介護護支支援援専専門門員員証証のの有有効効期期間間はは更更新新さされれまませせんん。。必必ずず、、

介介護護支支援援専専門門員員証証のの有有効効期期間間のの更更新新申申請請をを行行っっててくくだだささいい。。  

※新型コロナウイルス感染症に係る介護支援専門員証等の特例措置を受けている方（現在の介護支援専

門員証有効期間満了後に申請する方）については、研修修了後、速やかに更新申請をしてください。 

必必ずずごご自自身身でで有有効効期期間間満満了了日日ををごご確確認認のの上上、、忘忘れれずずにに申申請請ををおお願願いいししまますす。。  

【【申申請請書書類類等等】】大大阪阪府府介介護護支支援援専専門門員員情情報報 hhttttppss::////wwwwww..pprreeff..oossaakkaa..llgg..jjpp//kkaaiiggoosshhiieenn//ccaarree// 

法法定定外外研研修修【【学学術術研研究究部部主主催催】】（（今今後後のの予予定定））  
下記のとおり、研修を予定しております。 
申込方法等の詳細は、開催日が決定次第、ホームページ『法定外研修の一覧』に掲載をします。 
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